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   １．問題の所在――四国遍路を生きる人々の生活史の交わりの解明へ向けて 
   ２．研究の対象――共同体と共同体の間に構築される四国遍路 
   ３．研究の主題――漂泊と定住の交響史 
   ４．研究の方法――対話という出来事の場で交差する複数の語り・物語 
 第１章 漂泊の果てに――ある歩き遍路の生活史と私 
   １．お大師さんの声 
   ２．四国遍路から福島第一原発までの道程  
   ３．Bさんの戦後史 
   ４．四国遍路のパフォーマティヴィティ 
 第２章 定住とお接待と――ある地域住民の生活史と私 
   １．遍路と地域住民のまなざしの交差する四国遍路 
   ２．少年時代の暮らしと遍路との交流  
   ３．国鉄での旅客業務 
   ４．退職後のお接待の日々 
   ５．Bさんを追いかけ福島へ 
   ６．Aさんの仏教観とドラマトゥルギー 
 第３章 四国遍路のポリフォニー――生きられる亡き人 
      １．聖なる時間の住人 
   ２．「Dさん」と「私」と「もう一人」のライフストーリー 
   ３．長い坂の上の長い対話 
   ４．時間の旅人 
 第４章 若者遍路の縁起こし――交響する三者の人生 
   １．進むべき道 
   ２．三者関係の遠近法 
   ３．三者関係のクロス・ナラティヴズ 
 3 
   ４．「もしもの人生」と「可能な人生」 
 第５章 終わりなき遍路――定住する流動（Ⅰ） 
   １．J さんのテントで寝る家 
   ２．家をとるか、結婚をとるか 
   ３．瞑想と遍路 
   ４．「漂流」と「流動」 
   ５．コンサマトリーな交換行為 
   ６．終わりなき交差 
   ７．交換行為という関係イメージ 
 第６章 四国遍路の共時性とその後――定住する流動（Ⅱ） 
   １．Kさんの自給エネルギーの家 
   ２．巡礼としての講演めぐり 
   ３．遍路になり、大工になる 
   ４．サイト・スペシフィックな偶然の共時性 
   ５．漂泊と定住の関係としての政治 
 第７章 四国遍路における関係イメージの生成――移動と対話の映像社会学的調査の経験 
   １．映像社会学の基本的問題 
   ２．再帰的関係イメージ 
   ３．1200kmの移動と対話の経験 
   ４．私にとっての四国遍路の現れ 
 結論 
   １．本稿の概括 

































































































た映像の「関係イメージ」の分析を通して、自己再帰的に考察している。2016年 8月 5日から 9月 21日



















































































































Ⅳ 審査結果  
 審査委員一同は、本論文がいくつかの課題を残しつつも、独創的な手法を提案し示唆的な成果を出して
いると認め、博士（社会学）を授与するに足る有意義な研究であると判断します。   
